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基本理念の検討 

 

基本理念の考え方 

基本理念は目標とは異なり、将来的な理想像に近いもので、将来像としても位置付けることが

できる。多様な主体の理解を促し計画を実行的なものとするため、市民がしっかりとイメージで

きるものとすることがポイントとなる。 

 

既存計画との整合性 

基本理念を検討するにあたり、既存計画の体系を確認した。これから検討される基本理念は以

下の体系と齟齬の無いように組み立てを行う。 

 

第 5次日野市基本構想・基本計画の体系 

 

 

第 2次日野市環境基本計画の体系 

 

 

  

ともに創ろう 心つながる 夢のまち 日野 
～水とみどりを受けつごう～ 

水とみどりのまち 

市民が主役のまち 

つながりを大切にするまち 

持続可能なまち 

基本理念 将来都市像 

4つの基本理念をもとに将来都市像を定めている。 

私たちの継承した自然環境を保全し、 
次の世代に引き継ごう 

水文化を伝えるまち 

みどりの原風景をつなぐまち 

ごみゼロのまち 

低炭素社会を築くまち 

望ましい環境像 目標 

心やすらぐ住みよいまち 

望ましい環境像を定めた上で、分野別の目標を示している。 
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日野市みどりの基本計画の体系 

 

 

日野市まちづくりマスタープラン 2001-2020 の体系 

 

 

日野市観光基本計画の体系 

 

水音と土の香りがするまち 
整備する ～つくっていく～ 

保全する ～守っていく～ 

創造する ～緑化していく～ 

 
育成する ～ひろめていく～ 
 

基本理念 基本的な考え方 

将来のまちの姿として基本理念を定め、それを実現するために 4 つの基本と

なる考え方を示している。 

日野の暮らしの舞台を支えるまち 

日野の記憶と文化を伝えるまち 

日野の仕事を育むまち 

 
まちづくりを支える仕組み 
 

基本方針 

4 つの基本方針に基づき、「ともに創りあげる 住みいい・ここちいい・いき

いきのまち日野」を目指している。 

日野の記憶と文化を掘り起こし、 

磨きをかけ、次世代に引き継いでいく 

まちづくりマスタープランを支え、 

実現化するための仕組みをつくりあげる 

私たちの日々の生活を支え、市民がいきいきと活動で

きるような環境と、新たな仕事を創り出す環境を整える 
 

私たちの暮らしを支え、 

さまざまな活動の舞台となる環境をしつらえる 

もう一度訪れたくなるまち 日野 

情報発信の整備促進 

地域別の特徴を活かした観光まちづくり 

みんなが協力する観光まちづくり 

地元産業と協働する観光まちづくり 

基本理念 基本方針 

みんなで歩ける観光まちづくり 

基本理念を実現するために、基本方針を 5つの視点で構成している。 
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日野市住宅マスタープランの体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域戦略検討当初の目標 

日野市生物多様性地域戦略の検討当初に挙げられていた目標が、基本理念のイメージに近いた

め、参考として以下に示す。 

 

 

50 年後も身近なみどりや水辺で 

今と変わらず網をもって子供たちが遊びに行ける環境を引き継ぐ 

住宅施策の目標 

基本理念を実現するための、具体的な 3つの目標を示している。3つの目標は

横断的かつ重点的な考え方となっている。 

基本理念 

住み続けたい・住んでみたい、
自分らしい住まい方を 
実現できる日野 
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